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ア
ナ
テ
ッ
ク
・
ヤ
ナ
コ

（
京
都
市
伏
見
区
下
鳥
羽
平

塚
町
一
四
五
、
�
〇
七
五
―

六
一
一
―
一
一
〇
〇
）
が
開

発
・
提
供
す
る
活
性
汚
泥
容

量
指
標
測
定
装
置
「
Ｓ
Ｖ
Ｉ

―
７
０
８
」
が
話
題
を
呼
ん

で
い
る
。

　

確
か
な
技
術
で
確
か
な
製

品
を
ユ
ー
ザ
ー
に

―
を
モ

ッ
ト
ー
に
事
業
を
展
開
す
る

同
社
で
は
、
迅
速
か
つ
高
精

度
に
計
測
が
行
え
る
数
々
の

環
境
計
測
機
器
を
開
発
。
長

年
の
経
験
か
ら
培
っ
た
確
か

な
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
生

ま
れ
た
大
気
計
測
器
、
水
質

計
測
器
、
研
究
所
用
機
器
は

そ
の
優
れ
た
性
能
か
ら
国
内

外
を
問
わ
ず
豊
富
な
導
入
実

績
を
誇
っ
て
い
る
。

　

「
Ｓ
Ｖ
Ｉ
―
７
０
８
」

は
、
下
水
処
理
場
や
工
場
な

ど
で
発
生
す
る
活
性
汚
泥
の

処
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
性

汚
泥
容
量
指
標
測
定
装
置
で

あ
る
。

　

活
性
汚
泥
を
処
理
す
る
瀑

気
槽
の
処
理
効
果
の
低
減
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
水
温

・
ｐ
Ｈ
・
Ｄ
Ｏ
・
Ｓ
Ｓ
な
ど

各
種
測
定
項
目
の
連
続
的
な

監
視
が
必
要
と
な
る
が
、
同

機
は
そ
の
中
で
も
重
要
な
測

定
項
目
と
さ
れ
る
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ

値
（
活
性
汚
泥
浮
遊
物
質
）、

Ｓ
Ｖ
値（
沈
降
汚
泥
沈
殿
率
）

が
測
定
で
き
る
他
、
Ｍ
Ｌ
Ｓ

Ｓ
・
Ｓ
Ｖ
測
定
値
を
演
算
す

る
こ
と
で
Ｓ
Ｖ
Ｉ
値
（
活
性

汚
泥
容
量
指
標
値
）
の
測
定

も
可
能
に
し
て
お
り
、
安
定

し
た
活
性
汚
泥
の
処
理
を
実

現
す
る
。

　

Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
値
は
散
乱
光
測

定
方
式
（
円
筒
セ
ル
使
用
）

で
、
Ｓ
Ｖ
値
は
面
透
過
光
検

知
方
式
（
１
Ｌ
メ
ス
シ
リ
ン

ダ
ー
下
水
試
験
法
に
準
拠
）

で
測
定
。
さ
ら
に
、
こ
の
２

つ
の
測
定
値
か
ら
自
動
で
Ｓ

Ｖ
Ｉ
値
を
演
算
す
る
。

　

測
定
は
実
試
料
に
よ
る
検

量
線
を
設
定
し
て
実
施
。
し

か
も
測
定
毎
に
自
動
ゼ
ロ
補

正
す
る
の
で
精
度
の
高
い
測

定
結
果
が
得
ら
れ
る
。

　

尚
、
測
定
後
は
自
動
逆
流

で
洗
浄
す
る
の
で
測
定
流
路

内
は
汚
れ
る
こ
と
は
な
く
、

長
期
連
続
測
定
に
よ
る
サ
ン

プ
リ
ン
グ
ラ
イ
ン
の
閉
塞
も

軽
減
で
き
る
。

　

試
料
の
採
取
か
ら
Ｍ
Ｌ
Ｓ

Ｓ
値
・
Ｓ
Ｖ
値
を
測
定
し
、

Ｓ
Ｖ
Ｉ
値
を
演
算
。
そ
し
て

各
部
洗
浄
ま
で
わ
ず
か　

分
４０

で
完
了
。
短
時
間
で
同
時
測

定
が
行
え
る
の
で
日
常
業
務

を
大
幅
に
効
率
化
す
る
。

　

試
料
の
採
取
は
減
圧
吸
引

方
式
で
行
う
の
で
活
性
汚
泥

を
壊
す
こ
と
な
く
計
量
で
き

る
。

　

測
定
結
果
は
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
、
①
工
程
数
／
工
程
残

り
時
間
②
濃
度
（
Ｍ
Ｌ
Ｓ

Ｓ
、
Ｓ
Ｖ
、
Ｓ
Ｖ
Ｉ
）
③
測

定
レ
ン
ジ
（
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
、
Ｓ

Ｖ
、
Ｓ
Ｖ
Ｉ
）
測
定
値
異
常

④
前
回
測
定
時
の
デ
ー
タ
⑤

時
刻

―
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
表
示
。
ま
た
、
こ
う
し

た
デ
ー
タ
は
印
字
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

　

測
定
範
囲
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ

＝
０
〜
５
０
０
０
㎎
／
Ｌ
、

Ｓ
Ｖ
＝
０
〜
１
０
０
％
、
Ｓ

Ｖ
Ｉ
＝
０
〜
５
０
０
。
繰
返

し
性
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
＝
±
３

％
Ｆ
・
Ｓ
以
内
、
Ｓ
Ｖ
＝
±

０
・
５
％
Ｆ
・
Ｓ
以
内
、
Ｓ

Ｖ
Ｉ
＝
±
１
％
Ｆ
・
Ｓ
以
内

―
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
製
品
以
外
に
も
同
社
で

は
、
多
項
目
水
質
計
、
リ
ン

酸
イ
オ
ン
計
、
全
り
ん
・
全

窒
素
系
、
ア
ン
モ
ニ
ア
計
、

全
ク
ロ
ム
計
な
ど
下
水
道
処

理
施
設
で
利
用
す
る
水
質
計

測
機
器
を
数
多
く
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
し
て
い
る
。

　

http://yanaco.jp

                

活
性
汚
泥
の
処
理
作
業
を
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ア
ナ
テ
ッ
ク
・
ヤ
ナ
コ

Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
／
Ｓ
Ｖ
／
Ｓ
Ｖ
Ｉ
の

自
動
計
測
で
日
常
業
務
を
軽
減

ＳＶＩ―７０８：前部カバー開放状態㊧

『
Ｓ
Ｖ
Ｉ
―
７
０
８
』が
話
題
�

活
性
汚
泥
容
量

指
標
測
定
装
置

　

ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
（
大
阪
市
北
区
鶴
野

町
一
―
九
・
梅
田
ゲ
ー
ト
タ

ワ
ー
、
�
〇
六
―
七
六
三
六

―
二
二
〇
七
）
は
、
八
月
十

七
日
〜
二
十
日
ま
で
イ
ン
テ

ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
さ
れ
た

「
下
水
道
展
」
に
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
用
い
た
各

種
非
常
用
発
電
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
出
展
し
、
好
評
を
博
し

た
。

　

同
社
が
提
供
す
る
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
装
置
は
、

災
害
発
生
な
ど
に
よ
り
停
電

が
発
生
し
て
も
即
座
に
発
電

し
、
電
気
を
供
給
す
る
発
電

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
に
は
、
自
動

操
作
・
自
動
並
列
運
転
・
無

停
電
電
源
装
置
な
ど
最
新
の

技
術
を
数
多
く
搭
載
し
て
お

り
、
万
一
の
緊
急
時
に
確
実

に
稼
動
・
発
電
し
て
電
気
を

供
給
。
学
校
・
病
院
・
ホ
テ

ル
・
ビ
ル
・
地
下
街
な
ど
の

非
常
用
お
よ
び
予
備
電
源
と

し
て
、
ま
た
、
瞬
時
の
停
電

も
許
さ
れ
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
、
ト
ン
ネ
ル
内
の

照
明
用
、
空
港
の
夜
間
照
明

・
通
信
用
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
、
電
話
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
の
送
信
中
継
用
な
ど
の
非

常
用
・
予
備
電
源
と
し
て
豊

富
な
導
入
実
績
を
誇
っ
て
い

る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
の
最
大
の
特

長
は
優
れ
た
信
頼
性
。
船
舶

か
ら
建
機
、
一
般
産
業
用
機

器
に
至
る
ま
で
長
年
に
わ
た

っ
て
様
々
な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
の
開
発
に
携
わ
っ
て

き
た
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰

め
込
ま
れ
た
非
常
用
発
電
シ

ス
テ
ム
は
、
燃
焼
・
素
材
・

構
造
な
ど
何
を
取
っ
て
も
高

度
な
技
術
を
用
い
て
開
発
さ

れ
て
お
り
、
如
何
な
る
条
件

下
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
稼
動
し

て
電
気
を
供
給
す
る
。

　

幅
広
い
施
設
で
利
用
で
き

る
様
、
非
常
用
発
電
シ
ス
テ

ム
は
数
タ
イ
プ
が
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
出
力
＝

１
２
５
〜
４
０
０
０
ｋ
Ｖ
Ａ

ま
で
用
意
さ
れ
て
お
り
、
施

設
の
規
模
や
用
途
に
応
じ
て

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
る
い

ず
れ
の
発
電
シ
ス
テ
ム
も
デ

ィ
ー
ゼ
ル
な
ら
で
は
の
特
性

に
よ
り
、
熱
効
率
が
極
め
て

高
く
、
燃
料
消
費
量
が
少
な

く
て
済
む
こ
と
も
大
き
な
ポ

イ
ト
。
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン

ジ
ン
と
比
べ
て
燃
費
は
約
半

分
と
な
る
た
め
、
同
じ
貯
油

量
で
約
２
倍
の
時
間
発
電
で

き
る
。

　

ま
た
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
は
回
転
モ
ー
メ
ン
ト
が

小
さ
い
た
め
、
定
格
回
転
速

度
ま
で
立
ち
上
が
り
が
早

く
、
わ
ず
か　

秒
で
送
電
を

１０

開
始
す
る
こ
と
が
可
能
。
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し
て
最

適
で
あ
る
。

　

ラ
ジ
エ
ー
タ
冷
却
方
式
を

採
用
す
れ
ば
、
冷
却
水
の
補

給
な
し
に
長
時
間
の
運
転
に

も
対
応
。
寒
冷
地
で
利
用
す

る
場
合
は
不
凍
液
と
ヒ
ー
タ

な
ど
で
対
応
す
る
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
万
全

で
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
Ｅ
Ｓ
会

が
施
工
・
試
運
転
・
定
期
点

検
を
実
施
す
る
他
、
部
品
供

給
も
迅
速
・
確
実
に
行
う
の

で
安
心
し
て
導
入
で
き
る
。

　

https://www.yanm
ar.
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デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
特
性
を
活
か
し
た

ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

各
種
非
常
用
発
電
シ
ス
テ
ム
が
話
題
�

非常用発電システムのディーゼル
エンジンユニット

　

南
陽
（
福
岡
市
博
多
区
西

月
隅
一
―
一
五
―
三
〇
、
�

〇
九
二
―
四
一
三
―
四
六
五

一
）
は
、
八
月
十
七
日
〜
二

十
日
ま
で
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
「
下
水
道

展
」
に
、
多
目
的
旋
削
機

「
ｅ
―
ｂ
ｉ
（
イ
ー
バ
イ
）

シ
リ
ー
ズ
」
を
出
展
し
、
好

評
を
博
し
た
。

　

日
本
国
内
に
お
い
て
１
９

８
６
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
下

水
道
管
渠
の
更
生
は
、
現
在

も
年
間
６
３
０
㎞
の
ペ
ー
ス

で
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
今

後
標
準
耐
用
年
数
で
あ
る　
５０

年
を
経
過
し
た
老
朽
下
水
管

の
増
加
に
伴
い
、
更
生
工
事

も
増
加
す
る
こ
と
が
確
実
視

さ
れ
て
お
り
、
更
生
工
事
の

効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

同
社
の
「
ｅ
―
ｂ
ｉ
シ
リ

ー
ズ
」
は
、
下
水
道
管
更
生

工
事
に
不
可
欠
な
多
目
的
旋

削
機
。
管
内
を
自
走
す
る
本

体
に
取
り
付
け
ら
れ
た
カ
ッ

タ
ー
で
老
朽
化
し
た
既
設
管

内
に
付
着
し
た
モ
ル
タ
ル
や

突
出
管
、
木
根
、
パ
ッ
キ
ン

な
ど
を
除
去
す
る
。

　

ま
た
、
更
生
工
事
後
の
削

孔
作
業
な
ど
も
こ
な
せ
る
な

ど
一
台
で
様
々
な
作
業
を
行

え
る
こ
と
か
ら
国
内
シ
ェ
ア

�
１
の
実
績
を
誇
っ
て
い

る
。

　

管
渠
の
更
生
を
行
う
際
に

は
ｅ
―
ｂ
ｉ
カ
メ
ラ
装
置
自

走
ユ
ニ
ッ
ト
を
搭
載
し
た
車

両
で
現
場
に
出
向
き
、
ｅ
―

ｂ
ｉ
を
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
管

内
へ
挿
入
。
管
内
を
自
走
さ

せ
て
穿
孔
作
業
を
行
う
。

　

カ
ッ
タ
ー
は
昇
降
・
伸
縮

自
在
の
他
、
３
４
０
度
も
の

角
度
で
ス
イ
ン
グ
す
る
た

め
、
管
底
作
業
や
副
管
の
穿

孔
も
簡
単
に
行
え
る
。

　

操
作
は
基
本
的
に
２
本
の

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
レ
バ
ー

で
行
え
る
の
で
、
初
心
者
に

も
簡
単
に
扱
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

ま
た
、
こ
の
自
走
ユ
ニ
ッ

ト
は
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
に

構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
普
通

ワ
ゴ
ン
車
に
搭
載
可
能
。
作

業
中
の
占
有
面
積
が
少
な
く

て
済
む
。

　

ｅ
―
ｂ
ｉ
に
は
様
々
な
用

途
に
対
応
す
る
た
め
全
５
機

種
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
ア
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
を
交
換
す
る
こ

と
で
管
径
φ
２
０
０
㎜
〜
φ

８
０
０
㎜
ま
で
に
対
応
す
る
。

　

小
口
径
＝
φ
３
０
０
〜
φ

４
０
０
㎜
お
よ
び
大
口
径
＝

φ
４
５
０
㎜
〜
φ
８
０
０
㎜

に
は
自
動
セ
ン
タ
ー
ソ
リ
が

装
備
。
低
重
心
で
管
内
を
移

動
し
、
作
業
箇
所
に
て
ア
ウ

ト
リ
ガ
ー
を
張
る
と
連
動
し

て
穿
孔
機
も
管
中
心
に
上
昇

す
る
た
め
常
に
管
の
中
心
で

作
業
で
き
る
。

　

ま
た
、
一
体
型
と
中
折
れ

型
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
人

孔
サ
イ
ズ
に
応
じ
て
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

　

カ
ッ
タ
ー
も
通
常
の
も
の

の
他
、
切
断
能
力
に
優
れ
た

レ
シ
プ
ロ
カ
ッ
タ
ー
や
古
い

更
生
材
の
撤
去
に
最
適
な
ツ

イ
ン
カ
ッ
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
な

ど
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

http://w
w
w
.nanyo.
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管
渠
更
生
の
た
め
の
様
々
な
作
業
を
こ
な
す

南

陽

ｅ
―
ｂ
ｉ
シ
リ
ー
ズ
に
よ
る

管
渠
更
生
イ
メ
ー
ジ
図

ｅ
―
ｂ
ｉ
シ
リ
ー
ズ
㊤
と
制
御
盤
㊦

『
ｅ
―
ｂ
ｉ
シ
リ
ー
ズ
』

多
目
的

旋
削
機

　

日
本
イ
ン
シ
ー
ク
（
大
阪

市
中
央
区
南
本
町
三
―
六
―

一
四
・
イ
ト
ゥ
ビ
ル
、
�
〇

六
―
六
二
八
二
―
〇
三
一

〇
）
は
、
八
月
十
七
日
〜
二

十
日
ま
で
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
「
下
水
道

展
」
に
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
（
モ
バ
イ

ル
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
・
シ
ス
テ

ム
）
を
応
用
し
た
製
品
各
種

を
出
展
し
、好
評
を
博
し
た
。

　

Ｍ
Ｍ
Ｓ
な
ど
の
３
Ｄ
計
測

技
術
に
定
評
の
あ
る
同
社
が

導
入
し
た
新
た
な
３
Ｄ
計
測

技
術
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

従
来
ま
で
は
、
車
両
の
進

入
で
き
な
い
歩
道
・
林
道
・

地
下
道
・
建
物
内
部
等
で
は

Ｍ
Ｍ
Ｓ
や
Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
３

Ｄ
計
測
は
行
え
ず
、
固
定
式

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
や
ハ
ン

デ
ィ
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ

を
用
い
て
き
た
が
、
計
測
に

要
す
る
手
間
や
計
測
精
度
等

に
課
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
点
を
改
善
す

べ
く
、
歩
行
す
る
だ
け
で
高

精
細
に
３
Ｄ
計
測
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
「
Ｎ

ａ
ｖ
Ｖ
ｉ
ｓ　

Ｖ
Ｌ
Ｘ
」
を

導
入
し
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
等

の
調
査
・
計
画
・
設
計
・
維

持
管
理
の
各
ス
テ
ッ
プ
で
活

用
し
て
い
る
。

　

「
Ｎ
ａ
ｖ
Ｖ
ｉ
ｓ　

Ｖ
Ｌ

Ｘ
」
は
、
２
台
の
Ｌ
ｉ
ｄ
ａ

ｒ
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
３
Ｄ
カ

ラ
ー
点
群
を
毎
秒　

万
点

６０

（　

万
点
×
２
台
）
で
取
得

３０
し
、
位
置
精
度
で
±
２
〜
５

セ
ン
チ
、
計
測
精
度
で
６
〜

　

ミ
リ
の
高
精
度
で
周
辺
の

２０地
物
等
を
計
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

ま
た
、
２
、
０
０
０
万
画

素
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
４

台
搭
載
し
て
お
り
、
全
周
囲

画
像
を
同
時
に
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

計
測
機
器
は　

キ
ロ
未
満

１０

で
、
肩
の
上
に
載
せ
て
歩
行

に
よ
り
計
測
を
行
う
た
め
、

作
業
負
担
は
さ
ほ
ど
感
じ
な

い
。
計
測
機
器
等
に
照
明
を

つ
け
る
こ
と
で
、
地
下
空
間

な
ど
の
暗
所
で
の
３
Ｄ
計
測

も
可
能
。
専
用
ケ
ー
ス
に
入

れ
る
こ
と
で
新
幹
線
や
飛
行

機
で
も
容
易
に
輸
送
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
島
し
ょ
部
を

含
む
国
内
・
国
外
の
地
域
や

場
所
を
選
ば
ず
に
活
用
が
可

能
だ
。

　

同
社
で
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
で
は

駐
車
車
両
や
路
上
施
設
に
よ

っ
て
欠
測
が
生
じ
や
す
い
歩

道
空
間
で
の
調
査
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
下
埋
設
物
の

調
査
・
設
計
、
道
路
植
樹
や

道
路
附
属
物
の
維
持
管
理
、

無
電
柱
化
に
関
わ
る
調
査
・

設
計
な
ど
の
多
方
面
に
活
用

し
て
き
て
い
る
。

　

特
に
、
取
得
し
た
３
Ｄ
計

測
結
果
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

モ
デ
ル
で
構
築
し
た
計
画
・

設
計
内
容
を
合
成
す
る
こ
と

で
、
地
下
埋
設
物
と
の
干
渉

チ
ェ
ッ
ク
や
完
成
イ
メ
ー
ジ

の
共
有
に
よ
る
関
係
者
と
の

意
見
調
整
に
活
用
で
き
る
。

　

ま
た
、
施
工
計
画
を
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
で
構
築

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
施
工

時
の
交
通
規
制
計
画
・
重
機

配
置
・
架
空
線
と
の
取
合
い

を
机
上
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
設
計
精
度
の

向
上
や
施
工
時
の
手
戻
り
防

止
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

　

取
得
し
た
３
Ｄ
計
測
結
果

は
、
自
社
ア
プ
リ
で
あ
る

「
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ　

Ｓ
ｉ
ｔ　

Ｓ

ｕ
ｒ
ｖ
ｅ
ｙ
」
を
用
い
る
こ

と
で
直
感
的
に
閲
覧
・
計
測

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
作
成
（
平
面

図
・
縦
断
図
・
横
断
図
）
な

ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ

ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
大
賞
・

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
「
３
Ｄ

　

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ

ｉ
ｏ
」
を
活
用
し
て
取
得
デ

ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、

経
年
的
な
維
持
管
理
へ
の
活

用
や
取
得
デ
ー
タ
の
多
方
面

へ
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

http://w
w
w
.insiek.
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日
本
イ
ン
シ
ー
ク

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
型
レ
ー
ザ
ー

ス
キ
ャ
ナ
「
Ｎ
ａ
ｖ
Ｖ
ｉ
ｓ

　

Ｖ
Ｌ
Ｘ
」

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル
の合成例

３
Ｄ 
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ 
Ｓ
ｔ
ｕ

ｄ
ｉ
ｏ

『
Ｎ
ａ
ｖ
Ｖ
ｉ
ｓ　

Ｖ
Ｌ
Ｘ
』

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
型

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ

歩
行
だ
け
で
高
精
細
な
３
Ｄ
計
測
す
る

屋
内
・
屋
外
を

問

わ

ず

に

　

電
光
工
業
（
埼
玉
県
川
口

市
峯
六
〇
一
、
�
〇
四
八
―

二
九
六
―
四
二
一
一
）
は
、

八
月
十
七
日
〜
二
十
日
ま
で

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
「
下
水
道
展
」
に
、

各
種
始
動
器
を
出
展
し
、
好

評
を
博
し
た
。

　

イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
モ
ー
タ

の
省
エ
ネ
に
欠
か
せ
な
い
機

器
で
あ
る
始
動
器
の
専
門
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
同
社
で
は
、

幅
広
い
用
途
で
利
用
さ
れ
る

モ
ー
タ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
に
引
き
出
す
様
々
な

始
動
器
を
開
発
・
提
供
し
て

お
り
、
国
内
外
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。

　

「
α
―
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
」
は
、

機
械
に
と
っ
て
最
適
な
ト
ル

ク
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
始
動
さ

せ
る
低
圧
タ
イ
プ
の
始
動

器
。
無
理
の
な
い
ス
ム
ー
ズ

な
始
動
は
省
エ
ネ
は
も
ち
ろ

ん
衝
撃
の
解
消
や
動
作
音
の

低
減
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
す
。

　

同
機
は
、
電
源
と
モ
ー
タ

の
間
に
挿
入
し
た
サ
イ
リ
ス

タ
の
導
通
位
相
を
制
御
す
る

こ
と
に
よ
り
、
モ
ー
タ
へ
の

印
加
電
圧
を
零
電
圧
か
ら
全

電
圧
へ
数
秒
か
ら
数
十
秒
の

範
囲
で
連
続
的
に
上
昇
さ
せ

る
方
式
を
採
用
。
モ
ー
タ
は

負
荷
に
見
合
っ
た
ト
ル
ク
が

発
生
す
る
電
圧
か
ら
始
動
を

開
始
し
、
全
電
圧
ま
で
除
々

に
回
転
速
度
を
上
昇
し
て
い

き
ス
ム
ー
ズ
に
始
動
す
る
の

で
あ
る
。

　

ス
ム
ー
ズ
で
シ
ョ
ッ
ク
レ

ス
な
始
動
は
機
械
的
な
損
傷

を
大
幅
に
低
減
す
る
の
で
設

備
の
長
寿
命
化
に
も
貢
献
。

ま
た
、
運
転
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
イ
ン
バ
ー
タ
な
ど
と

は
異
な
り
、発
熱
が
な
い
上
、

高
調
波
対
策
も
不
要
で
あ
る
。

　

「
Ｖ
ス
タ
ー
／
Ｖ
Ｃ
ス
タ

ー
」
は
、
他
の
始
動
方
法
と

比
べ
て
大
幅
に
発
電
機
容
量

を
抑
え
る
こ
と
の
で
き
る
始

動
器
。
発
電
機
の
小
容
量
化

を
図
る
こ
と
で
設
備
の
省
ス

ペ
ー
ス
化
、
コ
ス
ト
の
削
減

を
実
現
す
る
他
、
環
境
へ
の

配
慮
も
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

特
殊
コ
ン
ド
ル
フ
ァ
始
動

器
の
「
Ｖ
ス
タ
ー
」
は
、
発

電
機
の
特
性
を
利
用
し
て
そ

の
最
大
の
能
力
を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

発
電
機
容
量
は
初
期
始
動

の　

％
電
圧
で
決
定
さ
れ
る

５０
一
方
、
モ
ー
タ
の
始
動
ト
ル

ク
は　

％
電
圧
に
よ
り
決
定

７０

さ
れ
る
こ
と
が
特
長
。
最
小

の
発
電
機
容
量
と
最
大
の
ト

ル
ク
の
両
方
を
満
足
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
る
理
想
的
な
始

動
器
と
な
っ
て
い
る
。

　

連
続
電
圧
制
御
始
動
器
の

「
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ー
」
は
、
α
―

Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
と
同
様
に
サ
イ
リ

ス
タ
の
導
通
位
相
制
御
に
よ

っ
て
機
械
を
ス
ム
ー
ズ
に
始

動
さ
せ
る
。

　

電
子
化
に
よ
り
大
幅
な
小

型
軽
量
化
し
た
こ
と
が
特
長

で
、
壁
掛
け
型
に
し
て
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

Ｖ
ス
タ
ー
／
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ー

は
、
日
本
消
防
設
備
安
全
セ

ン
タ
ー
の
認
定
委
員
会
に
お

け
る
厳
密
な
検
査
の
結
果
、

消
防
認
定
制
御
盤
に
認
定
。

制
御
盤
の
み
の
設
置
入
替
え

が
可
能
。
出
荷
時
に
個
別
認

定
検
査
を
受
け
た
合
格
品
の

み
が
出
荷
さ
れ
る
の
で
安
心

し
て
導
入
・
使
用
で
き
る
。

　

http://www.denkoh.com

                     

機
械
を
無
理
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
始
動
さ
せ
て

電

光

工

業

α
―
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ

Ｖ
ス
タ
ー
制
御
盤

　
　
　
　

各
種
始
動
器
が
話
題
�

省
エ
ネ
や
機
械
の

長
寿
命
化
を
図
る


